
木
の
お
も
ち
ゃ
で
あ
そ
ぼ
う
！

雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部

今
回
、
会
員
を
募
っ
た
「
雷
別
ド
ン
グ

ら
い
べ
つ

会
員
募
集
終
了

リ
倶
楽
部
」
は
、
平
成
一
九
年
か
ら
活
動

４
月

日
～
５
月
６
日
の
８
日
間
、
釧

し
て
お
り
、
雷
別
地
区
で
の
自
然
再
生(

森

29

路
市
こ
ど
も
遊
学
館
で
、
Ｇ
Ｗ
イ
ベ
ン
ト

４
月

日
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
標
茶

林
再
生)

活
動
に
継
続
的
に
関
わ
っ
て
い

20

「
木
の
お
も
ち
ゃ
で
あ
そ
ぼ
う
！
」
が
開

町
雷
別
地
区
の
国
有
林
で
、
森
林
づ
く
り

た
だ
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
集
ま

催
さ
れ
ま
し
た
。

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

り
で
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
当
セ
ン
タ
ー
は
、
５

募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
活
動
を
５
回
予
定
し
て
い

月
２
日
（
土
）
・
３
日
（
日
）
の
２
日
間

こ
の
こ
と
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と

ま
す
。

参
加
し
、
来
場
し
た
皆
さ
ん
に
、
木
の
輪

も
あ
り
、
短
期
間
で
募
集
定
員
に
達
し
た

第
１
回

６
月

日
（
水
）

17

切
り
を
ベ
ー
ス
に
、
ま
つ
ぼ
っ
く
り
、
ド

た
め
、
今
年
の
募
集
を
終
了
し
ま
し
た
。

ン
グ
リ
等
の
自
然
素
材
を
組
み
合
わ
せ

雷
別
地
区
国
有
林
は
、
シ
ラ
ル
ト
ロ
湖

植
樹
、
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
の
メ
ン
テ

て
、
木
工
工
作
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し

に
注
ぐ
シ
ラ
ル
ト
ロ
エ
ト
ロ
川
最
上
流
部

ナ
ン
ス
等

た
。

に
位
置
し
、
下
流
部
周
辺
の
貴
重
な
湿
原

ま
た
、
全
期
間
を
通
じ
て
会
場
に
用
意

を
育
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
植
栽
さ
れ

第
２
回

７
月

日
（
水
）

15

し
た
木
製
つ
み
き
「
つ
み
っ
き
～
」
の
コ

て
い
た
ト
ド
マ
ツ
林
が
気
象
害
に
よ
り
枯

ー
ナ
ー
も
、
お
子
さ
ん
の
遊
ぶ
姿
が
あ
り
、

れ
て
し
ま
い
、
笹
原
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

防
鹿
柵
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

木
工
工
作
と
木
製
つ
み
き
で
、
多
く
の
皆

箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
で

等

さ
ん
に
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
体
験
し
て
も

は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
を
計
画
的
に

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

植
栽
す
る
等
自
然
再
生
（
森
林
再
生
）
に

第
３
回

９
月

日
（
水
）

16

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

シ
ー
ド
ト
ラ
ッ
プ
設
置

キ
ノ
コ
観
察
等

第
４
回

月
７
日
（
水
）

10

シ
ー
ド
ト
ラ
ッ
プ
回
収

森
林
浴
等

第
５
回

２
月
３
日
（
水
）

冬
芽
観
察
等

材料として用意した地衣類の「サルオガセ」
が大人気。（薄緑に見えるのがサルオガセ）

雷別ドングリ倶楽部活動の様子
（広葉樹苗木を植えているところ）
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「
雷
別
っ
て
、
ど
こ
？
」

ら
い
べ
つ

当
セ
ン
タ
ー
が
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
つ
と

し
て
い
る
の
が
、
標
茶
町
雷
別
に
広
が
る

国
有
林
。

今
、
お
読
み
な
っ
て
い
る
「
飛
鶴
の
森

林
か
ら
」
に
も
、
雷
別
地
区
国
有
林
、
雷

別
地
区
自
然
再
生
事
業
、
雷
別
ド
ン
グ
リ

倶
楽
部
な
ど
な
ど
、
雷
別
が
頻
繁
に
登
場

し
ま
す
。

こ
の
雷
別
の
こ
と
で
、
よ
く
聞
か
れ
る

の
が
、
「
雷
別
っ
て
、
ど
こ
に
あ
る
の
で

す
か
？
」
「
雷
別
に
行
く
に
は
、
ど
う
や

っ
て
？
」
「
雷
別
は
何
と
読
む
の
で
す

か
？
」
と
い
っ
た
質
問
。（
「
ら
い
べ
つ
」

と
読
み
ま
す
。）

そ
う
で
す
よ
ね
。
難
し
い
で
す
よ
ね
。

と
言
っ
て
い
る
私
も
前
任
地
で
は
、
釧
路

位
置
す
る
シ
ラ
ル
ト
ロ
沼
の
流
域
で
す
。」

湿
原
自
然
再
生
事
業
に
係
る
業
務
を
や
っ

等
と
書
か
れ
、
シ
ロ
ル
ト
ロ
湖
、
シ
ロ
ル

今
後
の
予
定

て
い
た
の
で
、
茅
沼
の
旧
川
復
元
、
達
古

ト
エ
ト
ロ
川
が
図
示
さ
れ
て
い
て
、
雷
別

武
の
自
然
再
生
・
森
林
再
生
、
幌
呂
の
湿

地
区
国
有
林
が
シ
ロ
ル
ト
ロ
エ
ト
ロ
川
の

原
再
生
等
の
現
場
に
数
多
く
足
を
運
び
ま

源
流
部
と
な
っ
て
お
り
、
釧
路
湿
原
の
流

＊
５
月

日
（
月
）

18

し
た
が
、
唯
一
行
っ
た
こ
と
の
無
か
っ
た

域
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い

中
茶
安
別
小
中
学
校

の
が
、
こ
の
雷
別
。

ま
す
。

春
の
学
校
林
活
動
物

他
の
自
然
再
生
事
業
は
、
釧
路
湿
原
の

シ
ラ
ル
ト
ロ
を
繰
り
返
さ
れ
、
資
料
の

比
較
的
わ
か
り
や
す
い
場
所
で
行
わ
れ
て

地
図
や
写
真
を
見
て
い
る
と
雷
別
に
行
く

＊
野
生
生
物
自
動
撮
影
調
査

い
る
の
に
比
べ
、
雷
別
は
、
釧
路
湿
原
や

に
は
、
シ
ラ
ル
ト
ロ
湖
あ
た
り
か
ら
と
思

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
）

幹
線
道
路
か
ら
遠
く
、
経
路
図
も
無
く
案

っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

内
な
し
で
は
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
シ
ラ
ル
ト
ロ
湖
畔
の
国
道

＊
６
月
６
日
（
土
）

391

そ
こ
で
、
今
更
で
す
が
既
存
の
資
料
（
雷

号
線
を
走
っ
て
も
雷
別
と
い
う
表
示
等
を

く
し
ろ
エ
コ
・
フ
ェ
ア
２
０
１
５

別
地
区
国
有
林
で
の
森
林
再
生
「
み
ん
な

み
か
け
ま
せ
ん
。

で
新
し
い
森
林
を
つ
く
ろ
う
」
、
雷
別
地

な
ぜ
な
ら
、
シ
ラ
ル
ト
ロ
湖
付
近
か
ら
、

区
自
然
再
生
事
業
の
概
要
、
雷
別
地
区
自

雷
別
に
通
じ
る
道
路
は
無
く
、
行
く
こ
と

然
再
生
事
業
実
施
計
画
書
）
か
ら
、
雷
別

が
で
き
な
い
の
で
す
。

＊
管
内
の
自
然
情
報
の
収
集
や
情
報
提
供

の
位
置
等
に
つ
い
て
お
さ
ら
い
し
ま
し
ょ

さ
て
、
雷
別
に
は
ど
う
や
っ
て
行
く
の

を
行
っ
て
い
ま
す
。
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

う
。

か
？

ジ
を
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非

各
資
料
に
は
、「
釧
路
湿
原
北
東
部
に

（
つ
づ
く
）

ご
覧
下
さ
い
。

当センターは、国有林をフィールドとして、北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取組むＮＰＯ等の活動支援、森林環境教
育等に携わる教育関係者の支援・技術指導等を行っています。

釧路湿原森林ふれあい推進センター
〒085-0825 北海道釧路市千歳町６番11

【IP】050-3160-5787【TEL】0154-44-0533【FAX】0154-41-7305
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「雷別地区自然再生事業の概要」から

「みんなで新しい森林をつくろう」から


